
  

 

 

一関市議会議員（橋本周一議員他５名）と、藤沢町住民自治協議会役員による懇談会が、１１月１8 日藤沢市

民センター大会議室で開催されました。冒頭に一関市議会議員の代表より、この懇談会の意義や、一関市の現状

などについて説明されました。 

藤沢町住民自治協議会からは千田会長より、市内で唯一市民センターの指

定管理を受けたことよる今年度の藤沢市民センターの運営状況、藤沢町住民

自治協議会の活動状況、及び今年度一関市に提出した「一関市への提言書」

について説明をしました。 

その後、参加した役員と公共交通（バス交通）の課題や、少子高齢化に向

けた課題などについて質疑応答がなされ、予定時間を過ぎる程熱のこもった

話し合いとなりました。 

ぜひ今後の市政に活かしていただきたいと思います。 

 

 

 

藤沢町住民自治協議会女性部では、１１月１１日に地産地消の観点から、地元食材を生かした加工技術などの

習得を目的とし、奥州市にある指定管理者一般社団法人金ヶ崎町シルバー人材センター「金ヶ崎町民菜園パーク」

で、研修を行いました。 

研修では、アイスクリーム加工体験、きりせんしょ加工体験を、金ヶ崎町

民菜園パーク講師の千田敦子さんと艾
よもぎ

實
みのる

さんの指導を受けながら実際に作

ってみました。 

アイスクリームはシンプルな材料ながらも市販のものと変わりなくでき

ました。また、「きりせんしょ」はうるち米粉を原材料に胡麻やくるみを飾

り付けて作るお菓子で、参加者も一生懸命説明を聞いていました。その後自

分たちで作った「アイスクリーム」や「きりせんしょ」をおいしくいただき

ました。これからの活動にも生かしていきたいと考えています。 
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一関市議会議員と住民自治協議会役員との懇談会 

懇談会の様子 

住民自治協議会女性部長等研修で、奥州市へ 

講師の話を聞く参加者 

きりせんしょを成型しています 

きりせんしょの出来上り

がり 

ミキサーで攪拌をします 
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 町内各地区自治会協議会から推薦された３０～４０歳代の若者が、１１月１５日と１２月６日の２回にわたり

藤沢市民センター会議室で、これからの地域づくりについて「ワークショップ」を行いました。 

最初は参加者も戸惑い気味でしたが、次第に活発な話し合いが行われまし

た。地域づくりの中で今抱えている問題や疑問などを出し合い、どうしたら

地域の行事へ若者を参加させるか、地域の特産品をどのような手法でつくっ

ていったらいいのかなどの話が出されました。そのほか、若者が参加するイ

ベントなどを企画したらよいのではないか、「野焼祭」の運営方法を若者が参

加しやすいものにしたらなど、意見がたくさん出されました。 

これからを担う若者たちがどんどん地域づくりに参加してもらうために

も、これからの話し合いに期待します。 

 

 

生活物資リサイクル集団回収事業の２回目は、１１月６日の黄海地区から始まり２７日の八沢地区で終了しま

した。藤沢町全体で回収された資源物の総重量は下記の表のとおりとなりました。ご協力に感謝いたします。 

今年度最後となる３回目の回収は、３月６日（予定）からですのでよろしくお願いいたします。 

有価物品名 回収された重量 

金属類 ２，４７２Kg 

古紙類 ４０，７７１Kg 

ビン類 ２，０８６Kg 

 

 大籠地区では、郷土文化保存伝習館を会場に、１２月４日クリスマスパーテ

ィーが開催されました。大籠地区の皆さんは前日から会場のイルミネーション

の飾り付け準備や「かぼちゃばっと」の仕込みをしました。 

隣接する宮城県登米地域の方々等にも参加を呼び掛けました。また、中高

生によるキリシタン史跡看板の英訳作業に指導いただいた３名の ALT の方も

駆けつけ、約８０名の参加がありました。 

 一関市川崎町在住の内田正好さんによる紙芝居「製鉄の里大籠キリシタン殉

教物語」などが披露され、参加した子供たちも真剣な表情で聞き入っていました。ビンゴゲーム大会では、大人

も子供も参加し、ビンゴ達成者には大籠キリシタン史跡保存会長さんが扮したサンタさんからプレゼントをもら

っていました。昼食には、地元のお母さん方手作りの「かぼちゃばっと」が振舞われ好評でした。 

 その後参加者全員で、郷土文化保存伝習館周辺の壁やフェンスに「ソーラー式イルミネーション」を飾り付け

ました。イルミネーションは、夜間点灯していますので近くにお寄りの際には、ぜひご覧ください。 

活力ある地域づくり「若者によるワークショップ」 
 

第７０回生活物資リサイクル集団回収事業終わる 

 

～子供たちによる地域の情報発信事業～ 

大籠地区で、X’masパーティーを開催！ 

ワークショップで意見を出し合う参加者 

イルミネーションを飾り付ける参加者 

右：紙芝居を披露する

内田さん 

右：クリスマスプレゼント

を渡す会長さん 


